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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月2日(2015.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
データストレージシステムであって、
　第１のサーバであって
　　データを記憶するように構成された第１の複数のストレージディスクと、
　　第１の仮想エキスパンダと第１の論理コンポーネントとを提供するように構成された
第１のプロセッサを含んだ第１のホストバスアダプタと
を備えた第１のサーバと、
　第２のサーバであって
　　データを記憶するように構成された第２の複数のストレージディスクと、
　　第２の仮想エキスパンダと第２の論理コンポーネントとを提供するように構成された
第２のプロセッサを含んだ第２のホストバスアダプタと
を備えた第２のサーバと
を備え、
　前記第１のサーバの前記第１のホストバスアダプタは、シリアル接続のスモールコンピ
ュータシステムインターフェース（ＳＡＳ）接続を介して、前記第２のサーバの前記第２
のホストバスアダプタに接続され、前記第１の複数のストレージディスク及び前記第２の
複数のストレージディスクのそれぞれは、前記第１のサーバ及び前記第２のサーバのそれ
ぞれによりアクセス可能である、データストレージシステム。
【請求項２】
　前記ＳＡＳ接続は、ＳＡＳケーブルである、請求項１に記載のデータストレージシステ
ム。
【請求項３】
　前記第１のサーバの前記第１のホストバスアダプタの前記第１の仮想エキスパンダは、
前記ＳＡＳ接続を介して、前記第２のサーバの前記第２のホストバスアダプタの前記第２
の仮想エキスパンダに接続される、請求項１又は請求項２に記載のデータストレージシス
テム。
【請求項４】
　前記第１のサーバ及び前記第２のサーバのそれぞれは、別のホストバスアダプタをさら
に備える、請求項１～３の何れか一項に記載のデータストレージシステム。
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【請求項５】
　前記第１のサーバの前記別のホストバスアダプタは、前記第２のサーバの前記別のホス
トバスアダプタに接続される、請求項４に記載のデータストレージシステム。
【請求項６】
　前記第１のサーバの前記第１のホストバスアダプタと前記第１のサーバの前記別のホス
トバスアダプタとのそれぞれに接続されたバスをさらに備える、請求項４又は請求項５に
記載のデータストレージシステム。
【請求項７】
　第３のサーバをさらに備え、前記第３のサーバは、
　データを記憶するように構成された第３の複数のストレージディスクと、
　第３の仮想エキスパンダと第３の論理コンポーネントとを提供するように構成された第
３のプロセッサを含んだ第３のホストバスアダプタと
備えており、
　前記第１のサーバは前記第３のサーバに接続され、かつ前記第２のサーバは前記第３の
サーバに接続される、請求項１～６の何れか一項に記載のデータストレージシステム。
【請求項８】
　前記第１のサーバと前記第２のサーバとの間、前記第１のサーバと前記第３のサーバと
の間、及び前記第２のサーバと前記第３のサーバとの間のうち１つに、フェールオーバ接
続を含む、請求項７に記載のデータストレージシステム。
【請求項９】
　前記第１の複数のストレージディスク及び前記第２の複数のストレージディスクは、リ
ダンダント・アレイ・オブ・インディペンデント・ディスク（ＲＡＩＤ）構成で構成され
る、請求項１～８の何れか一項に記載のデータストレージシステム。
【請求項１０】
データストレージシステムであって、
　第１のサーバであって
　　データを記憶するように構成された第１の複数のストレージディスクと、
　　第１のマルチコアプロセッサを備えた第１のホストバスアダプタと
を備え、前記第１のマルチコアプロセッサの１つのコアが第１の仮想エキスパンダを提供
するように構成された第１のサーバと、
　第２のサーバであって
　　データを記憶するように構成された第２の複数のストレージディスクと、
　　第２のマルチコアプロセッサを備えた第２のホストバスアダプタと
を備え、前記第２のマルチコアプロセッサの１つのコアが第２の仮想エキスパンダを提供
するように構成された第２のサーバと
を備え、
　前記第１のサーバの前記第１のホストバスアダプタは、シリアル接続スモールコンピュ
ータシステムインターフェース（ＳＡＳ）接続を介して、前記第２のサーバの前記第２の
ホストバスアダプタに接続され、前記第１の複数のストレージディスク及び前記第２の複
数のストレージディスクのそれぞれは、前記第１のサーバ及び前記第２のサーバのそれぞ
れによりアクセス可能である、データストレージシステム。
【請求項１１】
　前記ＳＡＳ接続は、ＳＡＳケーブルである、請求項１０に記載のデータストレージシス
テム。
【請求項１２】
　前記第１のサーバの前記第１のホストバスアダプタの前記第１の仮想エキスパンダは、
前記ＳＡＳ接続を介して、前記第２のサーバの前記第２のホストバスアダプタの前記第２
の仮想エキスパンダに接続される、請求項１０又は請求項１１に記載のデータストレージ
システム。
【請求項１３】
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　前記第１のサーバ及び前記第２のサーバのそれぞれは、別のホストバスアダプタをさら
に備える、請求項１０～１２の何れか一項に記載のデータストレージシステム。
【請求項１４】
　前記第１のサーバの前記別のホストバスアダプタは、前記第２のサーバの前記別のホス
トバスアダプタに接続される、請求項１３に記載のデータストレージシステム。
【請求項１５】
　前記第１のサーバの前記第１のホストバスアダプタと前記第１のサーバの２番目のホス
トバスアダプタとのそれぞれに接続されたバスを備える、請求項１３又は請求項１４に記
載のデータストレージシステム。
【請求項１６】
　第３のサーバをさらに備え、前記第３のサーバは、
　データを記憶するように構成された第３の複数のストレージディスクと、
　第３のマルチコアプロセッサを備えた第３のホストバスアダプタと
を備え、
　前記第３のマルチコアプロセッサの１つのコアが第３の仮想エキスパンダを提供するよ
うに構成されており、
　前記第１のサーバは前記第３のサーバに接続され、前記第２のサーバは前記第３のサー
バに接続される、請求項１０～１５の何れか一項に記載のデータストレージシステム。
【請求項１７】
　前記第１のサーバと前記第２のサーバとの間、前記第１のサーバと前記第３のサーバと
の間、又は前記第２のサーバと前記第３のサーバとの間のうち１つに、フェールオーバ接
続を含む、請求項１６に記載のデータストレージシステム。
【請求項１８】
　前記第１の複数のストレージディスク及び前記第２の複数のストレージディスクは、リ
ダンダント・アレイ・オブ・インディペンデント・ディスク（ＲＡＩＤ）構成で構成され
る、請求項１０～１７の何れか一項に記載のデータストレージシステム。
【請求項１９】
少なくとも４つのサーバを備えたデータストレージシステムであって、前記少なくとも４
つのサーバのそれぞれは、
　データを記憶するように構成された複数のストレージディスクと、
　第１の仮想エキスパンダを提供するように構成された第１のプロセッサを備えた第１の
ホストバスアダプタと、
　第２の仮想エキスパンダを提供するように構成された第２のプロセッサを備えた第２の
ホストバスアダプタと
を備え、
　前記少なくとも４つのサーバのそれぞれが第１の接続構成を備え、前記第１の接続構成
は、前記少なくとも４つのサーバのうちの１つの前記第１の仮想エキスパンダを、前記少
なくとも４つのサーバのうちの別の２つのサーバの異なる前記第１の仮想エキスパンダに
接続し、
　前記少なくとも４つのサーバのそれぞれが第２の接続構成を備え、前記第２の接続構成
は、前記少なくとも４つのサーバのうちの１つの前記第２の仮想エキスパンダを、前記少
なくとも４つのサーバのうちの別の２つのサーバの異なる前記第２の仮想エキスパンダに
接続し、
　前記少なくとも４つのサーバのうちの少なくとも１つのサーバの前記第１の接続構成は
、どのサーバが前記第１の接続構成及び前記第２の接続構成に関連付けられるかにより、
前記少なくとも４つのサーバのうちの前記少なくとも１つのサーバの前記第２の接続構成
とは相違している、データストレージシステム。
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